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ふるさと体験学校

エノコログサ（ねこじゃらし）の穂を軽く握ると…　昔は当たり前の遊びも今の子どもたちには、とても新鮮です。

地
域
を
学
び
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
む

地
域
を
学
び
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
む

ふ

る

さ

と

体

験

学

校

ふ

る

さ

と

体

験

学

校

● 人のうごき　世帯数／1,589戸　人口／4,451人　男／2,181人　女／2,270人（平成２８年11月末現在）

　

十
月
二
日
（
日
）
に
、
ふ
る
さ
と

探
検
に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
南
本
城
の
探
検
に
行
き

ま
し
た
。
今
ま
で
一
回
も
行
っ
た

こ
と
が
な
い
い
ろ
ん
な
所
を
見
ま

し
た
。
山
道
で
は
二
種
類
の
ド
ン

グ
リ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ど
ん
ど
ん
上
に
行
き
ま
し
た
。
そ

し
た
ら
、
土
る
い

・

・

・

な
ど
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
公
民
館
に
も
ど
っ

て
き
て
、
五
平
も
ち
を
焼
き
ま
し

た
。
五
平
も
ち
が
焼
け
た
ら
、キ
ュ

ウ
リ
の
つ
け
も
の
と
い
っ
し
ょ
に

食
べ
ま
し
た
。
い
つ
も
食
べ
て
い

る
の
と
、
同
じ
く
ら
い
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

南
本
城
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

知
り
、
五
平
も
ち
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

ふ
る
さ
と
探
険
に
行
っ
て

座
光
寺
小
学
校　

正
木　

歌
恋

こ
こ
ろ
に
残
る
ふ
る
さ
と
体
験
を

公
民
館
育
成
部　

片
桐　

茂
昭

　

去
る
十
月
二
日
、
公
民
館
主
催

の「
体
験
学
校
」を
子
ど
も
十
五
名
、

大
人
十
一
名
の
参
加
者
と
共
に
南

本
城
跡
と
公
民
館
に
お
い
て
五
平

も
ち
づ
く
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
長
さ
ん
よ
り
南
本
城
が

ど
の
よ
う
な
城
で
あ
っ
た
か
の
説

明
を
お
聞
き
し
た
後
、
城
や
周
り

の
里
山
に
生
息
す
る
植
物
等
の
説

明
を
小
林
正
明
先
生
よ
り
お
聞
き

し
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
公
民
館
に
戻
り
当
地

の
郷
土
食
で
も
あ
る
五
平
も
ち
づ

く
り
を
ふ
る
さ
と
探
検
班
女
性
ス

タ
ッ
フ
指
導
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

作
っ
た
も
ち
に
味
噌
ダ
レ
を
つ
け

炭
火
で
焼
い
て
完
成
。
参
加
者
と

共
に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

育
成
部
で
は
数
多
く
の「
体
験
学

校
」を
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

こ
の
体
験
を
通
し
て
地
域
を
学
び

地
域
を
愛
す
る
心
が
育
つ
こ
と
を

願
い
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

小林先生からいろいろ教わりました
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平
成
二
十
八
度
の
座
光
寺
地
域

防
災
訓
練
は
、
九
月
四
日
（
日
）
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
訓
練
に
お
き
ま
し
て
は
、

安
否
確
認
率
が
九
八
・
九
％
と
事

前
目
標
率
を
ク
リ
ア
で
き
、
防
災

訓
練
参
加
者
数
は
三
、
八
〇
三
人
、

全
体
訓
練
参
加
人
数
一
九
九
人
で

し
た
、
一
時
避
難
所
で
の
訓
練
は
、

各
世
帯
か
ら
一
名
以
上
（
小
中
学

生
含
）
参
加
し
、
安
否
確
認
・
防

災
用
具
及
び
消
火
栓
・
防
火
水
槽

設
置
場
所
確
認
、
消
火
器
具
の
取

り
扱
い
・
可
搬
ポ
ン
プ
使
用
し
て

の
放
水
等
を
行
い
実
の
あ
る
実
技

訓
練
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
特
徴
的
な
取
り
組
み

は
、
防
災
世
帯
台
帳
を
基
準
と
す

る
安
否
確
認
及
び
支
援
体
制
確
認

訓
練
、
小
中
学
生
へ
の
一
時
避
難

所
・
全
体
訓
練
へ
の
参
加
の
呼
び

か
け
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
周
知

及
び
行
動
の
実
施
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
体
訓
練
で
は
、
健
康
福
祉
委

員
会
に
よ
る
指
定
避
難
所
設
置
訓

練
、
環
境
衛
生
委
員
会
に
よ
る
簡

易
ト
イ
レ
設
置
訓
練
、
生
活
安
全

委
員
会
に
よ
る
避
難
誘
導
訓
練
、

飯
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
ガ

ラ
ス
飛
散
防
止
シ
ー
ト
貼
り
の
実

演
訓
練
、
座
光
寺
消
防
団
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
方
の
訓
練
・
防
災

備
品
の
展
示
、
座
光
寺
赤
十
字
奉

仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
、
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
番
区
の
三
区
で
は
、
小
学
校

×

の
体
育
館
を
使
用
し
て
〇 

ク
イ

ズ
形
式
に
よ
る
防
災
知
識
参
加
型

訓
練
を
実
施
し
、
防
災
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
緊
張

感
溢
れ
る
ク
イ
ズ
で
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
も
局
地
的
豪
雨

等
が
多
く
発
生
す
る
中
で
、
我
が

座
光
寺
地
域
と
し
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
、
「
座
光
寺
土
砂
災

害
危
険
区
域
図
＆
座
光
寺
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
再
度
確
認
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
こ
の
実
務

訓
練
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
的
確
な
災
害
対
応
が
出
来
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

九
月
四
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

座
光
寺
地
域
防
災
訓
練
に
お
い
て
、

座
光
寺
分
団
で
は
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
貼
り
の
実
演
を
行
い

ま
し
た
。
時
間
の
都
合
上
、
事
前

に
行
う
ガ
ラ
ス
の
洗
浄
や
寸
法
に

合
わ
せ
た
フ
ィ
ル
ム
カ
ッ
ト
等
の

作
業
内
容
は
、
説
明
の
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
豪
雨
災
害
や
大
地
震
に

対
し
、防
災
意
識
や
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
個
々
に
で
き
る

防
災
対
策
と
し
て
、
家
具
の
転
倒

防
止
や
防
災
用
品
の
準
備
に
加
え

て
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

貼
り
も
、
是
非
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

飯
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、

公
共
施
設
の
ガ
ラ
ス
飛
散
フ
ィ
ル

ム
貼
り
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
座
光
寺
分
団
に
お
き
ま
し

て
は
、
公
民
館
入
口
の
自
動
ド
ア
、

宿
直
室
の
ガ
ラ
ス
戸
等
に
フ
ィ
ル

ム
貼
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
実
演
は
、
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
地
域
の
皆
様
に
周
知

し
て
頂
け
た
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

正
し
い
知
識
を

　
　
　

身
に
付
け
よ
う

　
　

自
主
防
災
連
絡
協
議
会

吉
川　

節
雄

　

緑
の
環
体
験
交
流
事
業
は
、
雨

が
心
配
な
空
模
様
の
中
で
十
月
八

日
に
、
四
十
二
名
の
参
加
者
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
が
渋
谷

区
民
を
招
き
体
験
交
流
を
図
る
事

業
で
、
多
く
の
関
係
団
体
の
御
協

力
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

座
光
寺
の
里
が
一
望
で
き
る
絶

景
の
パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
大
門
で
、

緑
の
中
に
点
在
す
る
真
っ
赤
な
リ

ン
ゴ
を
味
わ
い
、
歓
喜
し
た
リ
ン

ゴ
狩
り
、
そ
し
て
自
然
の
成
り
あ

い
の
原
点
で
あ
る
、
薪
で
か
も
し

だ
す
焚
火
の
味
わ
い
を
、
焼
き
芋

で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
秋
の
七

草
で
あ
る
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ

に
群
が
り
、

数
千
キ
ロ

も
移
動
す

る
と
い
う

ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
の
乱

舞
と
、
羽
に

書
か
れ
た

マ
ー
キ
ン
グ
に
心
躍
ら
せ
て
い
ま

し
た
。
ち
な
み
に
福
島
県
で
付
け

ら
れ
た
マ
ー
キ
ン
グ
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

場
所
を
移
動
し
て
の
竹
田
人
形

館
で
は
、
指
導
員
の
指
示
の
も
と

に
、
実
際
に
操
り
人
形
に
触
れ
て

実
演
体
験
を
し
ま
し
た
。
興
味
深

く
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
旧
座
光
寺
小
学
校
校

舎
見
学
で
は
、
薄
暗
い
光
の
中
で

の
説
明
で
し
た
が
、
熱
心
に
聞
き

入
る
眼
差
し
が
大
変
印
象
的
で
し

た
。

　

渋
谷
区
と
の
交
流
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
の
体
験
交
流
の
他
、「
竹

垣
つ
く
り
」
渋
谷
駅
前
及
び
道
玄

坂
に
竹
垣
設
置
・
リ
ン
ゴ
の
植
樹

表
参
道
脇
と
山
谷
小
学
校
に
植
樹
、

農
家
が
た
び
た
び
指
導
「
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
で
竹
宵
」
、
表
参
道

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
「
渋
谷
の
諸
イ
ベ
ン
ト
に

協
力
」
等
関
係
団
体
の
方
々
の
積

極
的
な
活
躍
に
よ
っ
て
、
幅
広
い

交
流
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
公
共
施
設
等
、
場
所
の

提
供
と
材
料
代
の
み
の
ご
負
担
を

頂
き
ま
し
て
、
奉
仕
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

防防防防防防防防防防防

災災災災災災災災災災災

訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓

練練練練練練練練練練練

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
貼
り
に
つ
い
て

　

飯
田
市
赤
十
字
奉
仕
団

座
光
寺
分
団
長　

竹
内
ぢ
つ
恵

防災訓練にてフィルム貼りの実演

竹田人形館にて実演体験

渋
谷
区
緑
の

渋
谷
区
緑
の
環環

体
験
交
流
事

　
　

体
験
交
流
事
業業

自
治
会
総
務
文
教

　
　

自
治
会
総
務
文
教
部部

　

松
原

壮

松
原　

壮
治治
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去
る
九
月
二
十
五
日
に
、
愛
知

県
稲
沢
市
に
あ
る
下
水
道
科
学
館

へ
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

私
達
が
、
日
頃
当
た
り
前
の
よ

う
に
水
を
使
い
、
そ
れ
を
生
活
排

水
と
し
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
流

し
て
い
る
。
そ
の
生
活
排
水
を
浄

化
し
て
、
き
れ
い
な
水
に
戻
す
シ

ス
テ
ム
と
、
そ
の
循
環
を
自
然
環

境
に
ど
う
生
か
し
て
行
く
か
、
取

り
組
み
方
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
、
私
達
の

　

生
活
安
全
委
員
会
で
は
、
地
域

の
高
齢
者
を
守
ろ
う
と
、
飯
田
交

通
少
年
団
座
光
寺
支
部
と
座
光
寺

少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
と
共
に
、
十
一
月
二
十
日
に

高
齢
者
家
庭
を
訪
問
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
、
火
災
、
特
殊
詐
欺
に

合
わ
ぬ
よ
う
に
と
、
用
意
し
て
き

た
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子

ど
も
た
ち
の
声
で
読
み
上
げ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

飯
田
警
察
署
等
関
係
機
関
の
ご

協
力
も
い
た
だ
き
、
総
勢
二
十
六

出
来
る
事
は
、
微
力
な
が
ら
も
環

境
の
保
全
に
気
を
使
っ
て
生
活
し

て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

名
で
、
五
区
の
十
九
世
帯
を
訪
問

し
ま
し
た
。
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も

子
ど
も
た
ち
の
お
話
を
よ
く
聞
い

て
い
た
だ
き
、
大
き
な
達
成
感
が

味
わ
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
地
域
の
防
犯
意

識
が
高
ま
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

高
齢
者
宅
家
庭
訪
問
を
十
一
月

二
十
日
、
少
年
団
座
光
寺
と
少
年

少
女
消
防
ク
ラ
ブ
員
の
十
一
名
と

警
察
署
、
座
光
寺
分
署
、
市
交
通

課
、
飯
沼
交
番
三
名
、
安
協
事
務

局
長
、
消
防
団
、
生
活
安
全
役
員

で
五
区
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

四
班
に
分
か
れ
て
二
十
軒
ほ
ど

の
高
齢
者
宅
を
訪
問
、「
火
の
元
、交

通
事
故
、
サ
ギ
に
注
意
し
て
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
す

る
と
、「
は
い
」「
分
か
り
ま
し
た
」「
可

愛
い
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
を
願
い
、
今
後

も
続
け
ま
す
。

　

今
日
、
一
人
ぐ
ら
し
の
お
じ
い

さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の
家
を
ま
わ
っ

て
、
作
文
と
り
ん
ご
を
あ
げ
ま
し

た
。
五
け
ん
ま
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
一
人
が
う
れ
し
く
て
、

ぼ
く
た
ち
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
く
れ

て
、
み
ん
な
わ
ら
っ
て
く
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

と
し
ょ
け
ん
と
り
ん
ご
を
も
ら
っ

て
か
え
り
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う

し
た
け
ど
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　

十
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
敬

老
祝
賀
会
は
昨
年
と
同
様
に
天
候

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

ほ
っ
こ
り
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と

笑
い
も
得
た
小
中
学
生
の
作
文
は

好
評
で
、
余
興
の
踊
り
は
大
盛
り

上
が
り
。
明
る
い
祝
賀
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
案
内
で
は
皆
さ

ん
ソ
ワ
ソ
ワ
。
遅
れ
て
迷
惑
を
掛

け
ま
い
と
、
心
配
り
十
分
の
先
輩

方
で
し
た
。

　

だ
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
る
の
で

す
ね
。

任
期

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
～

　

平
成
三
十
一
年
十
一
月
三
十
日

一
区　

湯
沢
紀
美
子
（
宮
の
前
３
）

　

担
当
：
宮
の
前
・
唐
沢
・
共
和

二
区　

棚
田　

好
信
（
中
羽
場
１
）

担
当
：
下
羽
場
・
中
河
原
・
中
羽

場
・
欠
野

三
区　

淺
野　

重
美
（
高
岡
６
）

担
当
：
河
原
・
高
岡
・
清
水
・
恒
川

四
区　

湯
澤　

順
子
（
市
場
通
り
９
）

　

担
当
：
市
場
通
り
・
上
野
新
町

四
区　

上
沼　

明
夫
（
北
市
場
２
）

　

担
当
：
北
市
場
・
上
野
・
万
才

五
区　

篠
田　
　

宏
（
原
６
）

　

担
当
：
原
・
宮
崎

五
区　

熊
谷
八
千
代
（
大
堤
東
４
）

　

担
当
：
大
堤
・
大
堤
東
・
大
堤
西

五
区　

椎
谷
千
津
子
（
大
堤
東
２
）

　

担
当
：
大
堤
北
（
大
堤
団
地
）

主
任
児
童
委
員

　
　
　

湯
沢　

美
鈴
（
共
和
）

　

担
当
区
域
：
座
光
寺
全
域

珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊

環
境
衛
生
委
員

環
境
衛
生
委
員
会会

視
察
研

視
察
研
修修

環
境
衛
生
委
員

環
境
衛
生
委
員　

小
島

朝
夫

小
島　

朝
夫

珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊

地
域
の
高
齢
者
の
安
全

地
域
の
高
齢
者
の
安
全
をを

生
活
安
全
委
員

生
活
安
全
委
員　

宮
澤

俊
明

宮
澤　

俊
明

珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊

火
の
元
・
交
通
・
サ
ギ

火
の
元
・
交
通
・
サ
ギ
にに

気
を
つ
け
て
！
長
生
き
し

気
を
つ
け
て
！
長
生
き
し
てて

生
活
安
全
委
員

生
活
安
全
委
員　

池
場

高
男

池
場　

高
男

珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊

一
人
ぐ
ら
し
の
お
じ
い
さ

一
人
ぐ
ら
し
の
お
じ
い
さ
んん

お
ば
あ
さ
ん
の
家
を
ま
わ
っ

お
ば
あ
さ
ん
の
家
を
ま
わ
っ
たた

消
防
ク
ラ
ブ

消
防
ク
ラ
ブ　

山
田
け
ん
せ

山
田
け
ん
せ
いい

珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊

「「
敬
老
祝
賀
会

敬
老
祝
賀
会
」」

晴
天
で
し

　
　
　
　

晴
天
で
し
たた

健
康
福
祉
委
員

健
康
福
祉
委
員　

對
馬

正
貢

對
馬　

正
貢

民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生
児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

民
生
児
童
委
員
ののののののののののの

改改改改改改改改改改
選選選選選選選選選選
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい

　
　

改
選
に
つ
い
ててててててててててて

　

十
二
月
一
日
の
一
斉
改
選
で
、

座
光
寺
で
は
九
名
が
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
子
育
て
・

福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
お

り
ま
す
、
各
地
区
の
委
員
さ
ん
に

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高齢者宅への訪問 参加者の親睦が図れた視察研修

子どもたちからエール
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原
田
輝
雄 
さ
ん

近
大
マ
グ
ロ
の
基
礎
を
築
く

　

近
畿
大
学
水
産
研
究
所
（
和
歌
山
県
白
浜
町
）
の
二
代
目
所
長
と

し
て
世
界
初
と
な
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
の
基
礎
を
築
き
、
海

洋
魚
類
養
殖
の
父
と
呼
ば
れ
る
原
田
輝
雄
（
一
九
二
六
～
一
九
九
一

年
）
を
顕
彰
す
る
記
念
碑
が
完
成
し
、
除
幕
式
が
十
月
三
十
日
、
原

田
の
生
家
で
行
わ
れ
た
。
除
幕
後
は
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
郷
土
の

偉
人
と
し
て
功
績
が
後
世
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
原
田
輝
雄
顕
彰
記
念
碑

　
　

建
立
に
つ
い
て 関　

克
義

　

近
大
マ
グ
ロ
で
有
名
に
な
っ
た
ク

ロ
マ
グ
ロ
。
こ
の
基
礎
を
作
っ
た
の

が
、
座
光
寺
出
身
の
原
田
輝
雄
で
あ

る
。

　

世
界
の
人
々
が
、
安
定
し
て
魚
を

食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
養
殖

が
有
れ
ば
こ
そ
の
話
で
あ
り
、
そ
の

養
殖
技
術
を
研
究
し
て
世
界
に
普
及

を
さ
せ
た
の
が
原
田
で
あ
る
。
な
ぜ

こ
の
山
国
出
身
の
者
が
そ
の
様
な
事

が
で
き
た
か
は
知
る

由
も
な
い
が
、
推
測

す
る
に
こ
の
地
方
な

ら
で
は
の
、
鯉
の
完

全
養
殖
が
一
つ
の
ヒ

ン
ト
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

『
海
を
耕
せ
』
の
近

畿
大
学
初
代
世
耕

総
長
の
想
い
を
胸
に
、
不
眠
不
休
の

努
力
で
今
日
の
魚
類
養
殖
を
成
功
に

導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

努
力
に
よ
っ
て
技
術
開
発
を
成
し

遂
げ
た
こ
と
も
大
い
に
評
価
さ
れ
た

こ
と
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
第
一

次
産
業
で
働
く
魚
業
者
の
方
達
の
生

活
の
安
定
を
望
ん
で
、
特
許
も
取
ら

ず
に
世
界
に
広
め
た
そ
の
考
え
、
ま

た
、
四
半
世
紀
過
ぎ
る
今
日
も
多
く

の
皆
様
が
弔
問
に
訪
れ
て
く
れ
る
と

い
う
そ
の
人
柄
、
人
間
性
を
学
ん
で

い
か
な
く
て
は
と
思
う
。

【
原
田
輝
雄
氏
年
譜
】

大
正
十
五
年
六
月　

座
光
寺
中
羽

場
（
現
中
河
原
）
の
原
田
平
四
郎
・
く

に
ゑ
の
六
人
兄
妹
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
る
。

昭
和
二
十
一
年
九
月　

松
本
高
等

学
校
（
現
信
州
大
学
）
理
科
に
入
学
。

昭
和
二
十
五
年
四
月　

京
都
大
学

農
学
部
水
産
学
科
に
入
学
。

昭
和
二
十
八
年
十
月　

近
畿
大
学

助
手
と
し
て
白
浜
臨
海
研
究
所
（
現

水
産
研
究
所
）で
研
究
を
開
始
す
る
。

昭
和
三
十
六
年　

ハ
マ
チ
の
養
殖
に

成
功
し
、
日
本
の
漁
業
に
新
し
い
道

を
開
く
。

昭
和
四
十
五
年
七
月　

ク
ロ
マ
グ
ロ

養
殖
へ
の
挑
戦
を
開
始
す
る
。
（
水

産
庁
委
託
事
業
、
全
国
五
機
関
に

て
）

昭
和
五
十
一
年
八
月　

近
畿
大
学

水
産
研
究
所
長
（
第
二
代
）
に
就
任
。

昭
和
五
十
四
年
六
月　

ク
ロ
マ
グ
ロ

の
完
全
養
殖
の
取
り
組
み
を
開
始
す

る
。

昭
和
五
十
七
年
四
月　

「
海
産
魚
類

の
養
殖
技
術
に
関
す
る
研
究
」
で
日

本
水
産
技
術
賞
を
受
賞
。

平
成
八
年
六
月　

人
口 
孵  
化 
し
た

ふ 

か

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
成
魚
が
産
卵
を
始
め
、

完
全
養
殖
が
世
界
で
初
め
て
成
功
す

る
。

平
成
九
年
五
月　

昭
和
四
十
九
年

よ
り
養
殖
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
二
十
三

年
目
に
達
す
る
（
全
長
二
・
五
メ
ー

ト
ル
、
体
重
二
一
四
キ
ロ
）

平
成
十
四
年　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全

養
殖
の
完
成
。

養殖研究に着手

昭和５４年　研究所にて

昭和５１年　養殖マグロと

昭和５８年  皇太子ご夫妻と平成元年

生家に建てられた顕彰碑

座光寺出身でご活躍された、されている方々にスポットを当ててみました。

それぞれの分野で輝くみなさんを、今後も紹介していきたいと思います。
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佐
々
木
如
菜 
さ
ん

全
国
高
校
総
合
文
化
祭

書
道
部
門
で
特
別
賞
受
賞

　

私
は
八
月
に
開
催
さ
れ
た
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会

書
道
部
門
で
特
別
賞
を
頂
き
ま

し
た
。

　

出
展
作
品
は
古
代
中
国
の
木

簡
に
あ
っ
た
文
字
を
横
二
尺×  

×

八
尺
（
約
六
〇 

二
百
四
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
自
分
な
り

の
文
字
の
表
情
を
工
夫
し
な
が

ら
書
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
は

二
百
五
十
枚
程
の
中
か
ら
、
良

い
出
来
栄
え
の
物
を
先
生
と
選

び
出
展
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
時
は
長
野
県
代
表
と
し
て
広

島
へ
行
け
る
事
だ
け
で
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
（
ま
さ
か
の
受
賞

で
先
生
が
一
番
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
）

　

書
道
は
古
典
か
ら
何
か
を
感

じ
た
り
、
昔
の
人
の
筆
遣
い
を

想
像
し
な
が
ら
自
分
な
り
の
表

現
が
出
来
る
魅
力
が
あ
る
と
感

じ
、
高
校
生
に
な
っ
て
始
め
ま

し
た
。
当
初
は
な
か
な
か
思
い

通
り
に
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

顧
問
の
先
生
や
部
活
動
の
仲
間

に
助
け
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
来
れ

ま
し
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ

か
ら
も
書
道
に
何
ら
か
の
形
で

携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

高
岡
地
区

受賞作品と佐々木さん

秋
の
里
山
コ
ン
サ
ー
ト
開
演

　

十
月
三
十
日
舞
台
校
舎
に

て
、
ミ
ー
ル
カ
ル
テ
ッ
ト
四
人

の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
弦
楽

四
重
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
演

し
市
内
外
百
三
十
人
の
聴
衆
で

満
員
御
礼
で
し
た
。
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
麻
績
の
里
振
興
委
員

会
の
主
催
で
、
長
野
県
宝
で
あ

る
舞
台
校
舎
（
麻
績
学
校
校

舎
）
の
有
効
活
用
を
図
り
「
地

域
の
宝
」「
交
流
」「
応
援
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
十
年
前
か
ら
演

劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、出

演
者
は
飯
田
地
域
や
座
光
寺
で

活
動
す
る
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
座
光
寺

出
身
の
塩
澤
有
輔
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り
を
開
催
し
、
今
年

も
座
光
寺
出
身
の
バ
イ
オ
リ
ン

奏
者
の
北
川
真
季
さ
ん
始
め
県

内
外
で
活
躍
す
る
田
中
和
美
さ

ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
大
庫
る
い

さ
ん
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）
飯
島
瀬
里

香
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）
に
よ
る
演

奏
で
し
た
。
前
半
は
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
、
後
半
は
と
な
り
の
ト

ト
ロ
等
な
じ
み
深
い
曲
を
、
ア

ン
コ
ー
ル
は
真
田
丸
の
挿
入
曲

を
熱
演
。
場
内
は
魅
了
さ
れ
絶

賛
の
声
が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
ミ
ー
ル
カ
ル
テ
ッ
ト
の
皆

さ
ん
・
聴
衆
の
皆
さ
ん
・
準
備

さ
れ
た
皆
さ
ん
全
て
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
座
光
寺
の
宝
「
塩
澤
有
輔
」

さ
ん
「
北
川
真
季
」
さ
ん
の
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。麻績舞台校舎でのコンサート

北川真季 さん

県内外で活躍する弦楽四重奏

ミールカルテットのバイオリニスト

亀本寛貴 さん

亀本寛貴と松尾レミの男女2人による音楽ユニット

GLIM SPANKY（グリムスパンキー）

　

座
光
寺
出
身
の
亀
本
寛
貴

さ
ん
と
豊
丘
村
出
身
の
松
尾
レ

ミ
さ
ん
に
よ
る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト

「
グ
リ
ム
ス
パ
ン
キ
ー
」
が
全

国
区
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
に
松
川
高
校

で
同
ユ
ニ
ッ
ト
の
原
型
と
な
る

バ
ン
ド
活
動
を
開
始
し
て
、
二

〇
一
四
年
六
月
に
男
女
ユ
ニ
ッ

ト
と
し
て
念
願
の
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。
三

年
目
と
な
る
今
年
の
七
月
に
は
、

O
N
E

ア
ニ
メ
映
画
の
超
大
作
『 
 
 
 

P
IE
C
E
F
IL
M
G
O
L

 
  
 
 
  
  
 
  
 
 

D  

（
ワ
ン

ピ
ー
ス 
フ
ィ
ル
ム 
ゴ
ー
ル
ド
）
』

で
主
題
歌
を
担
当
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い

の
二
人
に
、
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
大
活
躍
中
の

グ
リ
ム
ス
パ
ン
キ
ー 
亀
本
寛

貴
さ
ん
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆

◆

◆

◆

◆

　

い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
座
光
寺
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

学
生
時
代
に
は
よ
く
国
道
沿
い

の
書
店
や
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
、

毎
日
色
々
音
楽
を
探
し
て
聴
い
て

い
ま
し
た
。
今
は
あ
り
が
た
い
限

り
で
忙
し
く
な
か
な
か
帰
省
す
る

時
間
が
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
う

ち
実
家
に
帰
っ
て
座
光
寺
で
ゆ
っ

く
り
休
め
る
時
を
作
り
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
バ
ン
ド

を
始
め
た
時
の
初
心
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
是
非
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

今後の更なる活躍を期待します

撮撮影影：：澤野やすと澤野やすとしし
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●
メ
タ
ボ
の
広
報
委
員
が

　
　
　
　

突
撃
体
験
レ
ポ
ー
ト

　

ス
リ
ム
ク
ラ
ブ
と
い
う
新
し

い
サ
ー
ク
ル
が
で
き
た
と
の
事
、

最
近
メ
タ
ボ
と
診
断
さ
れ
た
広

報
委
員
Ｓ
が
体
験
し
て
き
ま
し

た
。

　

講
師
の
岡
本
文
先
生
に
よ
れ

ば
、
体
幹
を
鍛
え
る
事
で
代
謝

を
ア
ッ
プ
し
、
効
率
良
く
脂
肪

を
燃
焼
さ
せ
る
ほ
か
、
姿
勢
を

整
え
、
肩
こ
り
や
腰
痛
の
改
善

に
も
つ
な
が
る
と
の
事
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
激
し
い
運

動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

三
十
分
も
す
る
と
気
持
ち
の
良

い
汗
が
、更
に
九
十
分
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
終
え
る
と
、
バ
ラ
ン

ス
感
覚
や
柔
軟
性
が
増
し
体
の

傾
き
も
改
善
し
ま
し
た
。

　

先
生
の
指
導
は
と
て
も
楽
し

く
、
笑
い
の
絶
え
な
い
素
敵
な

サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

座
光
寺
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　

保
健
師

開
催
日

　

毎
週
金
曜
日

　

午
後
七
時
三
十
分
〜

会
費

　

一
、
〇
〇
〇
円
（
一
ヶ
月
）

ス
リ
ム
ク
ラ

ス
リ
ム
ク
ラ
ブブ

　

十
月
三
十
日
に
地
元
国
会
議

員
、
県
議
、
信
州
大
学
、
関
東
経

済
産
業
局
、
長
野
県
、
地
元
自
治

会
、
南
信
州
広
域
連
合
等
の
参
加

の
も
と
で
起
工
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
旧
飯
田
工
業
高
校

に
整
備
さ
れ
る
新
た
な
産
業
振
興

の
拠
点
整
備
の
第
一
弾
と
な
る「
信

州
大
学
航
空
機
シ
ス
テ
ム
共
同
研

究
講
座
」
の
開
設
に
向
け
た
も
の

と
な
り
ま
す
。

　

旧
飯
田
工
業
高
校
は
閉
校
以

来
、
そ
の
後
利
用
に
つ
い

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
様
々
な
検
討

を
経
て
、「
新
た
な
産
業
振

興
の
拠
点
」
と
し
て
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
五
月
に
は
長
野
県

の
航
空
機
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、
そ

の
中
で
、
航
空
機
シ
ス
テ

ム
関
連
の
企
業
や
研
究
開

発
の
機
能
が
集
積
す
る「
ア

ジ
ア
の
航
空
機
シ
ス
テ
ム
」

拠
点
づ
く
り
が
目
指
す
姿

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
核
機
能
と

な
る
拠
点
と
し
て
信
州
大
学
に
よ

る
人
材
育
成
を
は
じ
め
、
公
的
試

験
場
機
能
整
備
等
の
産
業
振
興
の

拠
点
整
備
が
今
後
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
九
月
に
は
、
旧
電
気
科
混

合
棟
、
機
械
科
棟
、
体
育
館
が
南

信
州
広
域
連
合
へ
譲
渡
さ
れ
、
長

野
県
と
南
信
州
広
域
連
合
が
協
力

し
、
信
大
や
国
な
ど
と
協
力
し
な

が
ら
、
段
階
的
に
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
日
（
日
）
霞
が
関

ビ
ル
で
第
三
十
五
回
ふ
る
さ
と
座

光
寺
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
地
元

か
ら
は
新
旧
の
自
治
委
員
を
中
心

に
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

原
地
区
出
身
で
、
虚
無
僧
姿
の

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
篠
田
雲
峰
（
健

司
）
さ
ん
に
よ
る
講
演
を
皮
切
り

に
、
総
会
、
懇
親
会
が
絶
好
の
眺

望
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
二
年
後
の
次
回
総

会
で
の
合
併
を
目
途
に
、
東
京
上

郷
会
と
の
具
体
的
な
協
議
に
入
る

事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
会
員
の
高

齢
化
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
若
々
し
さ
と
、
ふ

る
さ
と
に
寄
せ
る
熱
い
想
い
が
感

じ
ら
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

起工式にて牧野市長あいさつ

懇親会の様子

この体勢意外にキツイでこの体勢意外にキツイですす

  

旧
飯
田
工
業
高
校
後
利
用
に
つ
い
て

  
新
た
な
産
業
振
興
の
拠
点
が
着
工

　
　

来
年
四
月
、
信
大
講
座
を
開
設
へ

ふ
る
さ
と
座
光
寺
会
総
会
に

出
席
し
ま
し
た

総
務
文
教
部　

今
村　

進
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珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊

星
空
観
察

星
空
観
察
会会

公
民
館

公
民
館　

健
全
育
成

健
全
育
成
部部

運
動
会
今
年
も
雨
天
中
止
…

公
民
館
体
育
部
長　

長
尾　

浩
一

　

飯
田
市
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
と

飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
略

し
て
飯
田
Ｃ
Ｓ
）
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
と
「
座
光
寺
の
子

ど
も
を
語
る
会
」
と
の
関
連
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

一
、
飯
田
市
小
中
連
携
・
一
貫
教
育

①
ね
ら
い
は
、供
将
来
の
飯
田
市
を
担

う
人
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
育
力
に

よ
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
を
目

指
し
て
僑
で
す
。

②
本
年
度
は
、供
学
校
や
地
域
の
担
当

者
が
交
代
し
て
も
、
方
針
が
ぶ
れ
ず

に
学
校
と
地
域
が
協
働
し
て
子
ど
も

を
育
て
る
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く

り
進
め
る
僑
（
重
点
課
題
②
含
む
）
、

下
図
の
「
４
つ
の
窓
口
」
か
ら
実
践

と
研
究
を
重
ね
て
い
く
と
。
窓
口
４

「
組
織
の
構
築
」
が
、
飯
田
Ｃ
Ｓ
に
関

連
し
ま
す
。

二
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

①
信
州
型
Ｃ
Ｓ
で
は
、「
学
校
と
地
域

が
『
こ
ん
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
』

と
い
っ
た
願
い
を
共
有
し
な
が
ら
、

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
持

続
可
能
な
仕
組
み
を
も
っ
た
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
」
と
し
て
い
ま
す
。

②
飯
田
市
で
は
、
独
自
に
、供
小
中
連

携
・
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
「
飯
田
Ｃ
Ｓ
」
を
設
置
す
る
僑

と
し
て
動
き
始
め
ま
す
。

③
「
学
校
運
営
協
議
会
」
の
設
置
。
こ

の
会
の
機
能
は
３
つ
、・
学
校
運
営
参

画
と
承
認
、
・
学
校
評
価
、
・
学
校
支

援
。

三
、
「
座
光
寺
の
子
ど
も
を
語
る
会
」

①
「
～
語
る
会
」
は
、
平
成
二
十
一

年
以
前
か
ら
。
小
学
校
主
催
で
学
校

保
健
委
員
会
と
併
催
。
話
題
は
、
小

学
生
の
健
康
・
体
格
・
食
事
等
の
問

題
点
。

②
「
～
語
る
会
連
絡
会
」
を
。
「
地

域
と
小
学
校
と
の
結
び
つ
き
を
深
め

る
会
が
欲
し
い
」
と
、
平
成
二
十
二

年
に
発
足
。

・
公
民
館
主
催
。
各
種

団
体
の
代
表
者
が
集

ま
っ
て
、
座
光
寺
の
子

ど
も
の
現
状
や
問
題
点

等
に
つ
い
て
情
報
交
換

す
る
機
会
と
す
る
。
小

学
校
・
保
護
者
か
ら
地

域
へ
の
方
向
も
意
識
し

て
発
信
し
て
い
く
。

③
「
～
推
進
委
員
会
」

へ
。
単
に
「
連
絡
会
」

で
は
な
く
「
～
語
る
会
」

を
企
画
運
営
推
進
す
る

機
関
に
と
、
平
成
二
十

七
年
に
改
称
。

・
「
～
語
る
会
」
を
地

域
の
大
会
と
す
る
。
開

催
は
、
小
学
校
の
参
観

日
に
合
わ
せ
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
気
楽
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
推
進
委
員
会
で
は
こ

の
二
年
間
、
「
地
域
で

小
学
校
を
応
援
で
き
る
こ
と
は
何
か
」

を
話
題
に
し
、
各
種
団
体
と
し
て
、

ま
た
個
人
と
し
て
、
ど
ん
な
応
援
が

出
来
そ
う
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

四
、
「
飯
田
Ｃ
Ｓ
」
に
対
応
す
る

　

こ
れ
ま
で
、「
～
語
る
会
」
や
「
推

進
委
員
会
」
で
話
し
合
い
目
指
し
て

き
た
「
応
援
」
が
、
飯
田
Ｃ
Ｓ
・
学

校
運
営
協
議
会
の
機
能
「
学
校
支
援
」

に
そ
の
ま
ま
結
び
つ
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

「
学
校
支
援
」
に
、
ぜ
ひ
地
域
の

多
く
の
皆
さ
ん
で
取
り
組
ん
で
い
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

九
月
十
日
夜
、
座
光
寺
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
星
空
観
察
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
説
明
を
聞
い
た
あ
と

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
、
望
遠

鏡
を
覗
い
た
り
、地
面
敷
い
た
シ
ー

ト
に
寝
転
が
っ
た
り
し
て
、
皆
で

星
空
観
察
で
す
。

　

奥
村
先
生
の
説
明
を
伺
い
な
が

ら
あ
ら
た
め
て
星
空
を
見
る
と
、

星
に
は
様
々
な
明
る
さ
や
色
の
違

い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
ま

た
、
地
球
か
ら
の
距
離
も
様
々
で
、

近
い
星
で
は
十
七
前
の
光
、
遠
い

星
で
は
一
五
〇
〇
年
も
前
の
光
を

観
察
し
て
い
る
の
だ
と
か
。

　

当
日
は
、
観
察
中
に
あ
い
に
く

雲
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

初
め
て
土
星
の
輪
を
見
た
子
ど
も

た
ち
の
興
奮
が
印
象
的
で
し
た
。

（
広
報
部
）

　

昨
年
同
様
今
年
も
雨
天
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
公
民
館

委
員
、
各
種
団
体
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
準
備
段
階
ま
で
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
区
体
育
係
の
皆
様
及

び
地
区
長
様
に
は
、
選
手
等
の
取

り
ま
と
め
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
運
動
会
の
開
催
時
期

の
こ
と
や
十
月
十
四
日
の
反
省
会

で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
、

要
望
を
体
育
部
で
話
し
合
い
、
地

区
の
皆
様
の
お
声
に
で
き
る
限
り

答
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
区
の
皆
様
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
、
運
動
会
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

望遠鏡での天体観測景品抽選会の様子
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「
座
光
寺
の
子
ど
も
を
語
る
会
」

「
座
光
寺
の
子
ど
も
を
語
る
会
」
とと

飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ルル

公
民
館
長　

塩　

澤　

哲　

夫
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四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
日
本
選
手
の
活
躍
で
大
興
奮
。

熊
本
の
地
震
、
台
風
の
災
害
、
凶

悪
な
事
件
と
大
変
で
し
た
。

　

私
は
孫
の
出
産
の
手
伝
い
で

二
ヶ
月
あ
ま
り
東
京
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
保
育
園
へ

の
送
迎
、
食
事
の
世
話
、
慣
れ
な

い
都
会
生
活
な
ど
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
み
る
と

子
ど
も
達
も
態
度
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
り
、
お
兄
ち
ゃ
ん
ら
し
く
な
り
、

と
て
も
成
長
し
た
様
に
思
い
ま
す
。

家
族
が
増
え
る
事
は
と
て
も
嬉
し

い
事
で
す
。

　

東
京
か
ら
帰
り
、
今
ま
で
の
生

活
に
戻
っ
て
い
ま
す
が
、
安
心
し

た
よ
う
な
、
寂
し
い
よ
う
な
気
持

ち
で
す
。
慣
れ
な
い
都
会
生
活
に

戸
惑
い
な
が
ら
、
よ
い
経
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

家
で
留
守
番
し
て
く
れ
た
主
人

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
Ｙ
・
Ｉ
）

広
報

座
光
寺

発
行
／
座
光
寺
地
域
自
治
会

編
集
／
公
民
館
委
員
会
広
報
部

印
刷
／
龍
共
印
刷
株
式
会
社

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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座
光
寺
の
哺
乳
類

座
光
寺
の
哺
乳
類

シ
リ
ー
ズ

6

ど
ん
な
種
類
が
い
る
？

　

座
光
寺
に
は
ど
ん
な
哺
乳
類
が

棲
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ

の
こ
と
を
調
べ
た
人
は
い
ま
せ
ん

が
、
私
自
身
の
観
察
と
経
験
、
飯

田
市
や
南
信
州
の
他
の
地
域
の
調

査
な
ど
か
ら
推
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
下
の
表
は
座
光
寺
に
生

息
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
哺
乳
類

で
、
十
三
種
で
す
。
こ
の
う
ち
コ

ウ
モ
リ
は
複
数
の
種
類
が
い
る
は

ず
で
す
。
確
認
で
き
な
い
が
生
息

す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
十
種
。
こ

う
し
て
み
る
と
意
外
に
多
く
の
種

類
が
棲
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
は
多
く
が
夜
行
性
で
、
昼
間

は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
す
。

常
時
生
息
し
て
い
な
い

　

見
か
け
な
い
理
由
の
一
つ
に
、

動
物
の
個
体
数
が
少
な
い
こ
と
と

行
動
圏
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
ク
マ
は
山
地
に
広
く
分
布
し

て
い
ま
す
が
、
個
体
数
は
少
な
い

も
の
で
す
。
そ
し
て
行
動
圏
が
広

い
の
で
座
光
寺
の
山
は
一
時
的
に

来
る
だ
け
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
狩
猟
関
係
者
の
中
に
は
ク
マ

は
増
え
て
い
る
と
み
る
人
も
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
否
定
的
に
見
る
人

も
い
ま
す
。

情
報
の
少
な
い

ネ
ズ
ミ
・
コ
ウ
モ
リ
類

　

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
や
ク
マ
ネ
ズ
ミ
は

い
る
は
ず
で
す
が
、
近
年
の
密
閉

し
た
住
宅
で
生
息
域
は
少
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
畑
や
土
手
に
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
の
は
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
で

す
が
、
こ
れ
は
個
体
数
が
多
い
も

の
で
す
。
カ
ワ
ネ
ズ
ミ
は
か
つ
て

座
光
寺
の
養
魚
場
で
記
録
が
あ
り

ま
す
が
、
本
来
は
清
流
に
棲
み
ま

す
。
河
川
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
で

厳
し
い
状
態
と
思
い
ま
す
。
コ
ウ

モ
リ
は
長
野
県
全
体
か
ら
は
十
一

種
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

地
に
も
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ

な
ど
二
～
三
種
は
い
る
で
し
ょ
う
。

身
近
に
い
て
、
春
か
ら
秋
の
間
、

薄
暮
の
時
間
に
ほ
ぼ
毎
晩
飛
ん
で

い
ま
す
。

▼

宮
崎
地
区
で
記
録
し
た
ア
ナ
グ
マ

　

ア
ナ
グ
マ
は
タ
ヌ
キ
に
比
べ
て
個

体
数
は
少
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
が

日
中
に
カ
キ
畑
に
出
て
き
ま
し
た
。（
二

〇
一
〇
年
八
月
一
日
午
前
十
時
四
十

八
分
、
宮
崎
地
区
の
標
高
五
六
〇
ｍ

に
て
）

生
息
が
期
待
さ
れ
る
種
類

　

モ
モ
ン
ガ
、
ヤ
マ
ネ
、
ジ
ネ
ズ

ミ
、
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
な
ど
は
全
県

的
に
も
少
な
い
種
類
で
す
が
、
各

地
で
し
ば
し
ば
身
近
で
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
伊
那
谷
か
ら
コ
ウ
ベ

モ
グ
ラ
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
た
と

言
わ
れ
る
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
は
松
川

町
の
宮
下
稔
氏
が
何
カ
所
か
で
記

録
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
供
座

光
寺
富
士
僑
な
ど
に
意
外
に
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

は
ヨ
シ
や
ス
ス
キ
の
茎
に
巣
を
つ

く
る
種
類
で
す
。
近
年
の
耕
作
放

棄
水
田
の
増
加
で
増
え
た
オ
ギ
群

落
な
ど
で
発
見
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

（
伊
那
谷
自
然
友
の
会　

小
林
正
明
）

（生息確認；生活痕も含む）；ニホンカモシカ、ホンシュウジカ、イノシシ、ハクビシン、アナ

グマ、イタチ、キツネ、タヌキ、ツキノワグマ、リス、ニホンザル、コウモリｓｐ（複数種を含

み、種名を特定できない）、コウベモグラ

（確認はできないが、ほぼ生息するだろう）；テン、ドブネズミ、クマネズミ、ハツカネズミ、

アカネズミ、ハタネズミ、ムササビ、ノウサギ、ヒメヒミズモグラ、ヒミズモグラ

（もしかしたら生息する）；カヤネズミ、ヒメネズミ、ヤチネズミ、ヤマネ、モモンガ、カワネ

ズミ、ジネズミ、トガリネズミ、アズマモグラ

座光寺の哺乳類
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